[bookmark: _GoBack]推　　薦　　書

金 沢 医 科 大 学 長　　殿

下記のとおり推薦いたしますので、よろしくお取り計らいください。
 ※ The letter of recommendation may be written in English.

記





























　　　　　　　　　　　　　　　　　２０　　年　　月　　日
　　　　　　　　　　　　　　　　　推薦者　氏名　　　　　　　　　　　　　　印
　　　　　　　　　　　　　　　　　推薦者　職　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　推薦者　連絡先
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　メールアドレス：
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　電話番号：
推薦者以外の問い合わせ可能な方１名の連絡先


　氏名　
　職
　連絡先
　　　　メールアドレス：
　　　　電話番号：




写真貼付
30×24mm

履歴書
	ふりがな
	
	男
女
	生年月日
	 西暦　　　年　　月　　日生

	氏名
	　
	
	旧　　姓
	(　　　) 　　  年  月  日改姓

	現職
	

	現住所
	

〒　　　　TEL(　　　 )　　-　　　
Email:



	年　月　
	　　　　　　　　　　　学　　　　歴

	

	


	取得年月日
	　　　　　　　　　免　許　及　び　資　格

	

	　
　　　
　
　　　



	取得年月日
	　　　　　　　　　　　学　　　　位

	

	（学位論文名）



（取得大学名・学位名・学位番号）


（掲載雑誌名）




・年号は西暦で記入すること
・学歴欄は高等学校卒業から記入のこと
・学位欄は取得した学位論文名・取得大学名・学位名・学位番号・掲載雑誌名を必ず記入のこと

	
年　月
	　　　　　　　　　　　　　職　　　　　歴

	













	


	年　月
	　　　　　　　　　　所属学会及び社会における活動

	









	


	年　月
	　　　　　　　　　　　　　賞　　　　　罰

	



	

	
	
上記のとおり相違ありません。
　　　　　
　　　　　　　　　２０　　　年　　　月　　　日
　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　氏　名　　　　　　　　　　　　　　　


・職歴欄には臨床研修なども記入のこと


研究に関する実績

※ Details may be provided in English.

１．所属学会等の役職　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　有　　無
　（内容）






２．特許・実用新案の取得　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　有　　無
　（内容）





３．専門領域における依頼論文、著書　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　有　　無
　（内容）





４．国際学会、全国規模の国内学会における特別講演、教育講演、シンポジウム、
　　パネルディスカッション等講演の演者、座長の経験　　　　　　　　　　　　有　　無
　（内容）






５．テレビ、新聞等のマスメディアの取り上げ　　　　　　　　　　　　　　　　有　　無
　（内容）







６．研究業績一覧
	業　績　数　一　覧　表
（ 学 会 発 表 は 除 く ）

	
	欧文・和文別
	合　　計
	筆頭著者件数
	その他

	著　　書
	欧　文
	編
	編
	編
	編

	
	和　文
	編
	
	編
	編

	原　　著
	欧　文
	編
	編
	編
	編

	
	和　文
	編
	
	編
	編

	総　　説
	欧　文
	編
	編
	編
	編

	
	和　文
	編
	
	編
	編

	そ の 他
	欧　文
	編
	編
	編
	編

	
	和　文
	編
	
	編
	編



業　績　目　録
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（氏　名）
	



番号
	



区　分
	1 著書（著者名・書名・初頁～終頁・発行所・年）
2 学術論文｛1.原著　2.総説　3.その他の順に区分し、それぞれ欧文と和文に分ける｝（著者名・題名・誌名・巻・号・初頁～終頁・年）
（共著、分担執筆の場合は、著者全員の氏名を当該論文等に記載されている順に記入し、本人名にアンダーラインを引く。また、Corresponding author の論文には本人名の前に◎を付けCorresponding authorであることを明示する。筆頭著者が複数いる場合は、著者名の前に●を付けEqually contributed authorであることを明示する。）
③ 学会発表（発表者名・演題名・学会名・開催場所・年）
（学会発表は、国際学会と国内学会に分け、発表年代順に主要なものを各々１０編記載する。区分は、特別講演、シンポジウム等、一般演題の順に記載する。また、最終行に国際学会、国内学会のそれぞれの発表回数をまとめて記載する。）
④ 提出する主要論文の別刷に該当する業績の番号に、○を付してください。
	


単著、共著、


分担執筆の別

	































	
	
	


（注） 記載はワープロ又はタイプ打ちすること。
※ Titles and bibliographic details should be entered in the language of publication.


７．競争的研究費獲得状況（代表のみ）
	年　月
	種別
	課　題　名
	獲得金額

	

	
	
	



（注）競争的研究費には学内の研究費も含む


　研究実績の総括と今後の抱負（２,０００字程度）
  Overview of Research Achievements and Future Aspirations
  ※ This section may be completed in English (up to 1,000 words).
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		教　育　に　関　す　る　実　績
【これまでに担当した授業科目について】
  ※ This section may be completed in English.

	番号
	科　目　名
	必修
選択
	実施
年度
	時間数＊
	学年
	大学・
学部
	人数
	内　　容
	授業の工夫等

	例
	生命の科学
	必
	2014～
現在
	50分×
39回
	1
	金沢医科大学・
医学部
	約105
	細胞生物学、細胞の情報伝達、細胞骨格、有性生殖、遺伝学ほか

	

	1
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	2
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	3
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	4
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	5
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	6
	
	
	
	
	
	
	
	
	


＊自身が担当した時間数を記入して下さい。
【授業の実際】
　現在担当しているあるいは過去に担当した英語の授業について記載してください。授業は、大講義室での授業、小グループでの授業など、形態を問いません。
※ This section may be completed in English. 
1.　授業名
　　➢科目名と【これまでに担当した授業科目について】の一覧表の番号を記入して下さい。

（記載例）「生命の科学」　番号：9


2.　担当授業の位置づけ・意義

（記載例）本学医学部（１学年前期、必修）・一般教育科目・専門準備科目
１学年後期から始まる専門科目（生化学、解剖学　等）へのスムーズな移行を主な目的とする。


《以下は上記授業に関連するもののみ記載または電子媒体を提出してください。》

3.　授業のシラバスを添付してください。

4.　不合格学生や成績不良学生に対する対応
　　➢　再試験や個別指導の実施の有無（行う場合にはその方法）などについて具体的に記載して下さい。





5.　授業に対する学生からの評価（所属教育機関が行ったアンケート調査結果など）





6. 上記授業に対する内省と改善について








【入試関連業務】
　これまで担当した入試に関連した業務（問題作成、採点、入試実施委員ほか）について、できるだけ具体的に記載してください。
※ This section may be completed in English. Enter “None” if you have no relevant experience.
１．問題作成・採点











２．入試実施委員、監督責任者、面接員











３．その他









　教育実績の総括と今後の抱負（２,０００字程度）
  Teaching Achievements and Future Aspirations
  ※ This section may be completed in English (up to 1,000 words).

	





















































記　載　上　の　注　意


　・フォントは11ポイントを基本としてください。

・記載欄が不足する場合には、ページ数を増やしてください。

・学術論文の区分けについては以下を参照してください。

学術論文は下記の３区分に分類し、欧文と和文を区別する。
１．原著
２．総説
３．その他

各論文の区分けは、原則として提出者の申請を尊重する。しかし、論文の内容によっては下記の事由により区分を変更することがある。
１）監修者ないし編者が明らかな単行本の掲載論文は、内容を問わず著書とする。
２）原著はレフリーの査読を受けた論文であることを原則とする。
３）医学関連の商業誌掲載論文では、原著と総説の区分が困難な場合があるので、内容を綿密に検討のうえ、区分けする。
４）シンポジウム、特別講演及び教育講演発表後の詳述抄録は総説ないし著書とする。
５）学会発表及び誌上発表の抄録はいずれにも含まれない。
６）文部省科研費等の研究報告書はその他に区分する。
７）当該機関における研究年報はその他に区分する。
８）一般諸雑誌掲載の解説的論文はその他に区分する。


